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ショウガ摂取が ヒト体表温に及ぼす影響

藤 澤 史 子1,灘 本 知 憲*,1,伏 木 亨2

(2004年2月9日 受付;2004年9月30日 受 理)

要旨:漢 方で身体を温める効果があるといわれているショウガについて,ヒ トを対象 としてショウガ摂取後

の体表温 を中心 とし,生 理機能 に及ぼす影響 を検討した。その結果,シ ョウガ水摂取後は対照の水摂取後 と

比較 して,額 の体表温が有意に上昇 した(p<0.05)。 ショウガ添加パ ン摂取後 は対照のショウガ無添加パン

摂取後 と比較 して,額 と手首の体表温が有意 に上昇した(p<0.05)。 すなわちショウガはパンへ添加するこ

とにより温熱効果はより顕著になった。なお,官 能検査の結果か らは,シ ョウガ添加パ ンはショウガ無添加

パ ンと比較 して,香 り,味,食 感,総 合評価 に有意な差はみ られず,パ ンとして好 ましい評価を得た。これ

らの結果から,シ ョウガは実用的食材 としての可能性が大 きい ことが示唆された。
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ショウガは独特の辛味を持つ食品であ り,世 界中で香

辛料 として広 く用いられている。その主要な辛味成分が

6-gingerol,zingerone,6-shogaolで あること1-4),ま た

これ らが,鎮 痛,解 熱,鎮 咳,鎮 吐,消 炎,胆 汁分泌促

進,抗 潰瘍作用などを持つこと5-10)など,そ の成分,薬

理作用に関する報告も数:多い。
一方,東 洋医学(漢 方医学)の 分野では,食 品は温熱

性,寒 涼性,あ るいはどちらでもない平性 に分類され,

身体 を温 めた り冷や した りする働 きがあるとされてい

る11-15)。ショウガは温熱性 に分類され,身 体 を温める効

果があるとされている。実際,か ぜをひいた り体が冷 え

た ときに,シ ョウガ湯 を飲むと体が温まるといわれてい

る。しかし,漢 方の分類は経験的なものに基づいてお り,

科学的な根拠が明 らかにされていないばかりでな く,実

際ショウガに体温を変化させる効果があるのかどうか も

厳密には明 らかではない。辛味成分や,そ の薬理作用に

関す る研究 とは異 なり,温 熱作用 といった荘洋 とした

ショウガの作用は殆 ど研究対象 とされて こなかった。

前報16)で,寒 涼性 に分類 されている柿 について,体 表

温度,血 圧,血 流量を測定 し,ヒ ト生理への影響 につい

て検討を行った。その結果,柿 には実際に体表温の低下

あるいは上昇抑制効果があ り,こ の変化には他の測定値

(血圧,血 流量)よ り良好な再現性がみられたことから,

最 も顕著な変化がみられることを見いだした。そこで今

回の実験では,体 表温変化を主な測定指標 として,シ ョウ

ガのヒトに与える温熱作用についての検討を,第1の 目

的 とした。また,通 常ショウガはスパイス として,他 の食

物 と一緒 に摂取 される。 したがって,食 品に添加 した場

合のショウガの効果についても,合 わせて検討 を行った。

実 験 方 法

1・ 被 験 者

19-20歳 の健常な女子学生12名 を対象 とした。体重は

標準体重の10%内 であった。

本研究はヘルシンキ宣言の精神に則 って行われたもの

であ り,被 験者にはあ らか じめ研究 の意義 を十分説明

し,承 諾を得た。

2.摂 取 物

2.1実 験1シ ョウガの粉末0.59(生 ショウガ5.99

相当量)を 室温(22.C)の 水1509に 懸濁 した ものを試料

とし(以 下ショウガ水 と略す),対 照は室温の水150gと

した。 ショウガ粉末は,高 知県産のショウガ根茎の皮 を

むいた後,み じん切 りにし,凍 結乾燥後,ミ ル(ナ ショナ

ルMX-X62,松 下電器産業(株))で 粉砕 して調製 した。

2.2実 験2シ ョウガ粉末 を添加 したパ ンを試料 と

し,対 照食 にはショウガ無添加パンを用いた。ショウガ

添加パ ンは強力粉(ス ーパーカメリア,日 清製粉(株)),

バター(雪 印北海道バター,雪 印(株)),砂 糖(上 白糖ス

プーン印,新 三井製糖(株)),脱 脂粉乳(ス キム ミルク,

雪印(株)),塩(精 製塩),ド ライイース ト(ス ーパーカ

メ リア,日 清製粉(株)),水,シ ョウガ粉末 を材料 とし

て,自 動製パ ン器(ナ ショナル ホームベー カ リーSD-

BT100,松 下電器産業(株))で 製パ ンした。なお,シ ョ

ウガ粉末はあ らかじめ少量の水 とともに15分 間煮沸 し

て用いた。 ショウガパ ンの原材料 と栄養組成 を表1に 示

す。ショウガ無添加パ ンのショウガ粉末を除いた材料,

な らびに製パ ン方法 は,シ ョウガ添加パ ンと同様 とし

た。

*連 絡者 ・別刷請求先(
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3.測 定 指 標

身体各部(額,首,手 首,足 首)の 体表温度の計測は,

体表温測定器(DATACOLLECTORAM-7002,安 立計

器㈱)で 行 った。鼓膜温は鼓膜体温計(ジ ニアスMode1

3000A日 本 シャーウッド㈱)を 用いて測定し,体 表温の

測定 は1秒 間に10回 の頻度 で行い,電 圧変化を最小測

定単位0.10C温 度表示に変換して測定値 とした。各測定

値 は前後30秒,計1分 間の平均値(測 定データ600回

の平均値)で 表した。血圧は自動血圧計(NEXTBP-88

日本 コー リン㈱)で,血 流量はエルマ ップー10(エムアン

ドエム㈱)を 用いて測定 した。血流量の測定部位 は足の

甲とした。

4.実 験 環 境

周囲の環境の影響の少ない静かな恒温 ・恒湿室で行 っ

た。室温 は22±0.50C,湿 度は約50%に 維持した(実 験

1は12月 か ら1月,実 験:2は4月 か ら6月 にかけて行 っ

た)。

5.測 定プロトコル

毎回の測定は2人 ずつペアになって座位で行った。摂

取物 はシ ョウガ水 と水(実 験1),シ ョウガ添加パ ンと

ショウガ無添加パ ン(実 験2)の 組 み合わせ とした。 日内

変動を考慮 して毎回の測定は16時 半 または18時 に開始

した。測定開始前の3時 間以内は一切の摂食 ・摂水を禁

止した。服装 の違いの体温への影響を除 くため,被 験者

は測定時専用服 に着替 え,さ らに,測 定開始前の30分 間

以上,環 境 に順応 した。サ ンプル摂取後,皮 膚温,鼓 膜

温は3分,血 流量は6分,血 圧 は10分 間隔で,約1時 間

測定した。被験者の体調などを記入するアンケー トを毎

回実施し,不 適者はデータか ら除外した。

6.酸:素 消費量

21-22歳 の健康 な女子学生5名 を対 象 とした。摂取

物,実 験環境 は実験1と 同様 とした。呼気ガス測定装置

(AeroMonitorAE-280MedicalGasAnalyzerMG-360

ミナ ト医科 学㈱)を 用 い,サ ンプル摂取 後30分 間測定

し,5分 ごとの平均値 の変化 を観 察 した。

7.統 計 処 理

測定値 はすべ て平均値 ±標 準誤差 で表 した。有意差検

定 は,2群 の経時変化 の比較 につ いて は二元配置 分散分

析(Two-wayrepeatedANOVA)で,摂 取後 の全測定

時間 を通 した平 均変化 量 にっ い て はtwo-tailed,paired

'一testで 行 っ た。 ソ フ トはStatViewforMacintosh

(Ver.5.0,SASInstituteInc.)を 用 いた。いず れの場

合 も危 険率5%未 満 を有意水準 とした。

8.パ ンの官能 評価

20-21歳 の 健 康 な 女 子 学 生50名 をパ ネ ラ ー と し,

シ ョウガ添加 パ ン,無 添加パ ンにつ いて,7段 階(一3～

一ト3)で 評 価 させた
。評価対 象 は外観,香 り,味,食 感,

総 合 の5項 目 とし,Scheffeの1対 比 較法17)で 有 意差検

定 を行 った。危険率5%を 有意水準 とした。

9.シ ョウガ 中の6-gingerol,6-shogaolの 定 量18)

9.1シ ョウ ガ粉末 粉末 シ ョウガ1gに メタ ノー ル

100rnLを 加 え,室 温で静置 し,48時 間抽 出 した。濾過後,

濾 液 をエバ ボ レー ターで濃縮乾 固 し,5mLの メ タ ノー

ル に溶 か して,試 料溶 液 とした。

9.2生 シ ョウガ 生 シ ョウガ11.2gを す りお ろ し,

メ タノール91mLを 加 え,室 温で静置 し,48時 間 抽 出 し

た。試料溶液 の調製 は上 記1と 同様 とした。

9.3加 熱 処 理 した粉 末 シ ョウ ガ 粉 末 シ ョウガ5g

に水210gを 加 え,15分 間煮 沸 した。エバ ボ レー ターで

濃 縮 し,メ タノール500rnLを 加 え,室 温で静置 し,抽 出

した。試料溶 液 の調製 は上記1,2と 同様 とした。

上記3試 料 中 の6-gingero1,6-shogao1の 定 量 は,検 出

器 としてフ ォ トダイオー ドアレイ(SPD-MlOA)を 用 い

た島津HPLC装 置(LC-10A型)で 行 い,標 準 品 と比較

した溶 出時 間,紫 外吸収 曲線 よ り両物質 を確認 した。測

定 条件 は次 の とお りで あ る。 カラム:CAPCELLPAK

C18S-5μm,4.61.D.×150mm(資 生 堂㈱),移 動 相:

acetonitrile-H20(40:62),流 速:1.2rnL/min,検 出 波

長:240nrn,試 料 溶 液 の 注 入 量:10μL。 な お6-gin-

gero1,6-shogaolの 標 準 品 は㈱ ツムラ よ り提供 を受 けた

もの を用 いた。

実 験 結 果

1.体 表温の変化

1.1シ ョウガ水(実 験1)シ ョウガ水および水摂取

後の額の皮膚温の経時変化 を図1に 示した。水 と比較す

ると摂取直後から上昇 し,そ の効果は実験終了時 まで持

続 した(ρ<0.05)。 皮膚温度の変化は測定時間および部

位で異なるため,摂 取後1時 間の平均温度変化を部位 ご

とに示 した(図2)。 ショウガ水は水 と比較し,額 の皮膚

温が上昇した(ヵ<0.05)。 足首はむしろ逆の傾向を示し

たが,有 意差はみられなかった。首,手 首には違いがみ

表1 パンの材料と栄養組成

栄養組成 とエネルギー値 は五訂食品成分表の値 を用い

て算出 した。
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られなかった。 また,鼓 膜温の低下 を抑制 した(ヵ<

0.05)0

1.2シ ョウガ添加パン(実 験2)シ ョウガ添加パ ン

およびその対照食i摂取後 の額の皮膚温の経時変化 を図3

に示 した。ショウガ添加パ ンは対照食摂取後に比べて,

額の皮膚温を上昇させた(カ<0.05)。 その上昇効果は,

摂取開始の約10分 後から認められ,そ の後40分 間程度

持続 した。図4は 手首の皮膚温の経時変化を示 した もの

で ある。対照食 に比べて有意 に低下 を抑制 した(ヵ<

0.01)。 各部位における皮膚温の平均変化 を図5に 示す。

ショウガ添加パ ンは無添加パ ンに比 し,額 の皮膚温を上

昇させ(カ<0.05),手 首では下降を抑制 した(カ<0.05)。

その他の部位では有意な差 はみ られなかった。

2.血 圧 ・血流量の変化

ショウガ水,水 摂取後の収縮期血圧 は摂取前 と比較し

て幾分上昇 した。しかし,両 群問に差はみられなかった。

拡張期血圧 も同様の変化を示 した。 ショウガ添加パ ン摂

取後,収 縮期血圧 は上昇 したが,シ ョウガ無添加パンに

比 し違いはみられなかった。拡張期血圧 は摂取前 と比較

して変化 はみられなかった。 ショウガ水,水 摂取後の血

図1シ ョウガ水,水 摂取後の額の温度変化

ショウガ水,水 摂取前の測定値 の平均値 を基準 と

し,摂 取後の皮膚温の経時変化 を平均値 ±SEMで

示 した。ヵ<0.05(二 元配置分散分析)。

図2シ ョウガ水,水 摂取後の皮膚温の変化

ショウガ水,水 摂取前の測定値 の平均値 を基準 と

し,i摂 取後1時 間の平均温度変化 を平均値±SEM

で示 した。*ヵ<0.05(pairedt-test)。

図3シ ョウガ添加パン,シ ョウガ無添加パン摂取

後の額の温度変化

ショウガ添加パ ン,シ ョウガ無添加パ ン摂取前の測

定値の平均値 を基準 とし,摂 取後の皮膚温の 経時

変化 を平均値±SEMで 示 した。カ<0.05(二 元配

置分散分析)。

ドリ1口 」 、JJ!

図4シ ョウガ添加パ ン,シ ョウガ無添加パン摂取

後の手首の温度変化

ショウガ添加パン,シ ョウガ無添加パン摂取前の測

定値の平均値を基準 とし,摂 取後の皮膚温の経時変

化 を平均値±SEMで 示 した。カ<0.05(二 元配置

分散分析)。

図5シ ョウガ添加パ ン,シ ョウガ無添加パ ン摂取

後の皮膚温の変化

ショウガ添加パン,シ ョウガ無添加パン摂取前の測

定値 の平均値 を基準 とし,i摂取後1時 間の平均温度

変化 を平均値±SEMで 示 した。*ヵ<0.05(paired

t-test)o
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流量の経時変化(上)と 摂取後1時 間の平均変化(下)

を図6に 示す。ショウガ水摂取後1時 間の平均変化は水

に比 し,減 少を抑制 した(ヵ<0.01)。 ショウガ添加パ ン

摂取後は摂取前 と比較 して血流量 は低下 した。しか し,

ショウガ無添加パ ンも同様 の変化であり,有 意な差はみ

られなかった。

3.酸 素消費量:

ショウガ水および水摂取後の酸素消費量の経時変化を

図7に 示 した。ショウガ水,水 摂取後の酸素消費量は摂

取前 と比較 して一時的に幾分上昇 した。その後,シ ョウガ

水摂取後は摂取前 と比較 し,大 きな変化はみられなかっ

たが,水 摂取後 はやや低下した。 しかし,両 群の経時変

化 に有意な差 はみ られなかった。 また,摂 取後の全測定

時間を通した平均値 も,有 意な差 はみられなかった。

4.シ ョウガ添加パ ンの官能評 価

図8は シ ョウガ添加パ ンお よびシ ョウガ無添加パ ンに

ついての官能検 査 を行 った結果 を示 した ものであ る。外

観 につ いては,シ ョウガ添加 パ ンは無 添加パ ンに比 べて

劣 って いた(ρ<0.05)も の の,プ ラスの評価 で あった。

香 り,味,食 感,総 合各項 目はすべ てプ ラスの評価 で あ

り,両 群間 に有 意 な差 はなか った。

5.シ ョウガ中の6―gingerol,6-shogaol含 有 量

試料 として用 いた シ ョウガ粉 末1g中 の6-gingero1,

6-shogao1の 含 有量 を表2に 示す。6-gingero1含 量 は,乾

燥 シ ョウガで1.05%,生 シ ョウガ(乾 燥 シ ョウガ相 当量)

で0.99%,煮 沸 シ ョウガ で0.52%で あ った。6-shogao1

含 量 は,乾 燥 シ ョウガで0.20%,生 シ ョウガで0.13%,

煮 沸 ショウガ で0.07%だ っ た。 したがって,今 回の実験

で の6-gingero1の 摂 取 量 は,シ ョウガ水 では5.23mg,

シ ョ ウガ添加 パ ンで は4.71mg,一 方6-shogao1の 摂 取

量 は シ ョウガ 水 で0.98rng,シ ョ ウガ添加 パ ンで0.61

rngと 計 算 され る。両物 質 の摂取量 とも,シ ョウガ水 が

シ ョウガ添加 パ ンに比 し多 かった。

図6シ ョウガ水,水 摂取後の血流量の変化

ショウガ水,水 摂取前 の測定値 の平均値 を基準 と

し,摂 取後の血流量 の経時変化(上),摂 取後1時

間の平均血流量の変化(下)を 相対値で表 し,平 均

値 ±SEMで 示 した。**カ<0.01(pairedt-test)。

図7シ ョウガ水,水 摂取後の酸素消費量の変化

シ ョウガ水,水 摂取前5分 間の測定値の平均値 を

100と し,摂 取 後 の経 時変 化 の割 合 を平均 値±

SEMで 示 した。摂取後の各時間帯の値 は5分 間の

平均値で表 した。

図8シ ョウガ添加 パ ン,無 添加パ ンの官能評価
*p<0
.05(pairedt-test)o

表2シ ョ ウ ガ 中 の6-gingerol,6-shogao1の 含 有 量

乾燥ショウガ:生 シ ョウガを凍結乾燥処理 したものを

用い,測 定値は乾燥物 としての含量を示す。生ショウ

ガ:含 量 は乾燥物相当量を示す。煮沸ショウガ:乾 燥

ショウガを少量の水で煮沸処理 した ものを用い測定値

は乾燥物 としての含量 を示す。
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考 察

古 くから中国に伝わる漢方医学においては薬食同源 と

い う考 え方があ り,薬 と食 を根本的 には区別 していな

い。そして,食 物 を温熱性のもの と寒涼性の ものに分類

している。

我々はこのような食品の生理効果が実際に存在するの

か どうかを科学的に実証するための研究 を行 っている。

前報16)で,寒 涼性に分類 されている柿 について,体 表温,

血圧,血 流量を測定 し,ヒ ト生理への影響 について検討

を行った。その結果,柿 には実際に体表温の低下あるい

は上昇抑制効果がみられた。 さらに末梢皮膚温の変化 に

は再現性がみ られたことか ら,最 も顕著な変化がみられ

ることを見いだ した。本報では,シ ョウガが実際にヒト

の体表温 を上昇 させ る効果があるか否か を検討 した。

ショウガは漢方では温熱性に分類されてお り,日 常生活

の中で経験的に,香辛料あるいは薬効がある食品として,

利用されている11-15)にもかかわらず,ヒ トを対象 とした

温熱効果 は実証されていないからである。

実験1で は摂取する水分量 を同一に設定 し,シ ョウガ

が体表温変化に与 える影響をみた。図1,2の 結果より,

ショウガは額 の体表温の上昇を促進する物質が含まれて

いると考 えることができる。 また,そ の効果 は摂取直後

か ら比較的長時間持続 した。ショウガ水 として摂取 した

ショウガの分量は,日 常的に香辛料 として用いる程度の

量であり,味 覚的に も耐 えうる量であった。そこで,

ショウガの体表温変動効果は全身に現れ るほど強いもの

ではなかった と思われる。しかし,額 では体表温の上昇

が有意に確認 された。なお,複 数回行った実験 の結果,

足首手首で有意差が現れることはなかった。実験室の室

温は22℃ であり,少 し肌寒 く感 じる環境であった。さら

に,実 験時の姿勢は座位であったことか ら,下 半身の皮

膚温は低下 し,シ ョウガの摂取量か ら考えると皮膚温を

上昇させ るほどの作用はみられなかった と思われる。

実験2で は,シ ョウガをパ ンに添加し,シ ョウガ無添

加パンを対照 として,摂 取後の体表温に対する温熱効果

を検討 した。ショウガ水 と同様の,あ るいはより多 くの

部位で体表温の上昇がみられた。

辛味成分誘発性体熱産生 と最 も関係の深いものが食事

誘発性体熱産生である。食事誘発性体熱産生 は食事途中

から始まり,栄 養素の消化 ・吸収 ・運搬(以 下,こ の現

象を従来の狭義の特異動的作用 と表す)や 摂食行動に伴

う感覚刺激などを含む食事摂取がもた らす体熱産生であ

るといわれている19)。実験1で はショウガ自身の成分量

からみて,ま た,実 験2で はショウガ以外の組成が同一

であることから,特 異動的作用の要因は除かれていると

考 えてよい。実際,シ ョウガ水,シ ョウガ添加パンは摂

取後ただちに額皮膚温の上昇を起 こし,そ の効果 は長時

間持続 した。一方,シ ョウガ無添加パ ンは摂取後40分

から額皮膚温 を上昇させた。 これは特異動的作用による

ものと思われ る。したがってショウガ添加パ ンでみられ

た摂取直後か らの体表温の上昇 は特異動的作用ではな

く,シ ョウガ成分 の効果 と考 えられる。

EldershawetCzl.ao)は,シ ョウガの辛味成分が直接

ラット血管平滑筋 にはたらきかけて後肢の血管を収縮さ

せ る作用のあることを確認 している。ショウガの辛味成

分による血管収縮作用は,本 実験で確認された末梢皮膚

温や足の甲の血流量の上昇(減 少の抑制)と は結びっか

ない。したがって,実 験動物で認められたショウガ成分

の血管収縮作用 は,今 回のヒトを対象 とした実験結果を

説明することができなかった。
一・方Kawadaeta1 .21)はラッ ト副腎か らのカテコール

アミンの分泌がショウガの辛味成分であるジンゲロンの

投与でも顕著に認 められたと報告 している。 また,末 川

ら22)は6-shogao1と カプサイシンは非常に類似 した作用

を有することを明 らかにしている。さらに,石 見 ら23)は

ラットに,シ ョウガ粉末2%添 加の餌 を摂取 させたとこ

ろ,酸 素消費量が増加することを確認 している。 これ ら

のことか ら,シ ョウガの辛味成分が体熱産生を増大 させ

ると想像され る。一方Henryeta1.24)は,ヒ トを対象 と

して,785kca1の 食事に生 ショウガ309を 添加 し摂取 さ

せたところ,酸 素消費量の有意な増加 はみ られなかった

と報告している。Henryeta1.24)の 実験:とは異な り,本

実験ではショウガ単独で摂取 した という違いはあるが,

摂取量そのものは約1/5量 程度であった。その結果,酸

素消費量の有意 な増加 はみ られなかった。しか しなが

ら,シ ョウガ水摂取後は水 と比較し,額 の皮膚温は上昇

し,鼓 膜温は低下 を抑制 した。一・方,シ ョウガ添加パ ン

摂取後 はショウガ無添加パ ンに比し額 と手首の皮膚温 は

上昇するとともに,鼓 膜温 は有意ではないが上昇 したこ

とから,体 熱産生が増大 していた可能性が高い。

通常,体 温調節 は今回の実験条件下のような環境温 と

安静状態においては,熱 産生 は最低のレベルに維持 され

た ままである。 このような条件下では,体 温は皮膚血管

の収縮,拡 張すなわち,皮 膚温の下降,上 昇による熱放

散の調節によって制御されている25)。したがって,今 回

ショウガで観察 された皮膚温の上昇 と下降は,シ ョウガ

成分の血管収縮 ・拡張作用を反映した体温調節反応によ

る変化であると思われる。 しかし,血 圧,血 流量の結果

か らは皮膚温 との関係は見いだせなかった。今回のショ

ウガ摂取量は少量であった こと,皮 膚温の上昇 もわずか

であり,上 昇部位 も特定の部位であったことか ら,シ ョ

ウガ成分が血圧に反映するほど強いものではなかったと

考えられる。今回の実験のように,酸 素消費量や血圧 に

有意な変化が認められない程度の通常の摂取量では皮膚

温が有効な測定指標 となりうることが示唆される。

今回ショウガを添加する食材 として,パ ンを用いた。

粉末ショウガのパ ン生地への添加 はイース トの発酵を阻

害した。粉末ショウガを少量の水 に懸濁 し,15分 間煮沸

処理することで発酵 は阻害されなかった。煮沸ショウガ
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中の6-gingerol含 量 は半減 していた ことか ら,6-gin-

gerolに は発酵 を阻害する働 きがあるのか もしれない。

ショウガ添加パ ン摂取後の温熱効果 はショウガ水 に比

し,よ り多 くの部位でみられた。ショウガ水は無加熱の

ショウガを用いてお り,辛味成分2)5)の違いによることも

考えられる。 しかし,回 収率や摂取形態の違いによる吸

収性への影響な ど検討 はしていない ものの,摂 取 した

ショウガ添加パ ン中の6-gingero1は4.71m9,6-shogao1

は0.61rngで あり,両 物質の見かけ上の含有量はショウ

ガ水 と比べ,む しろ少なかった。パ ン焼成時間は約4時

間であることから,焼 成中にショウガの辛味成分 に変化

があったのか もしれない。あるいは,摂 取時の味覚の相

違が影響 したのかもしれない。本実験ではその理由は不

明である。

なお,シ ョウガ添加パ ンの官能評価の結果,外 観の評

価が無添加パ ンに比 し低かった(ρ<0.05,図7)。 一般

的に食パ ンの色は 「白い」 というイメージがある。本研

究でのショウガ添加パンはショウガの色が反映された結

果,わ ずかに薄い茶色 を呈 していた。そこで外観の評価

が低 くなった ものと思われ る。しか し,味,食 感,香 り

等総合的にみると食パ ンとして好 ましいといえる。

漢方で身体 を温める効果があるといわれているショウ

ガは今回の実験条件下では,予 想 したほど強 くはなかっ

たものの,対 照に比 し,ヒ トの上半身の体表温を上昇 さ

せる効果があること,さ らにパンに添加することにより,

体表温の上昇部位はより広範囲となることがわかった。

本実験にお いて使用 した6-gingero1,6-shogao1の 標

準品をご提供いただきました株式会社ツムラ ・漢方生薬

研究所に深謝いた します。

本研究の一部 は科学研究費補助金によって実施 した。
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Effect of Intake of Ginger on Peripheral Body Temperature

Fumiko Fujisawa,l Tomonori Nadamoto,*,1 and Tohru Fushiki2
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Summary : In Chinese medicine, ginger has been believed to warm up the human body. We investigated 
whether ingestion of ginger raises human peripheral body temperature, and found that it increased the body 
surface temperature (at the forehead) in comparison with ingestion of water (p<0 .05) . It was also shown 
that gingerbread raised the surface temperature of some parts of the body compared to bread without ginger 

(at forehead, p<0.05; at wrist, p<0.05) . These results indicate that ginger does indeed raise body surface 
temperature, as has been traditionally handed down in China since ancient times . A sensory analysis of 
gingerbread indicated no significant differences from bread without ginger in terms of smell, taste, texture and 
total evaluation. Thus, ginger can be used as an effective additive for bread to warm the body .

Key words : ginger, peripheral body temperature, bread, Chinese traditional medicine , sensory evaluation
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